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付けた高さ約 10 〜 15 m の木を見かけます。これがウワミズザクラです。本植物は別名をハハカ（波波迦），
コンゴウザクラといい，北海道（石狩平野以南），本州，四国，九州（熊本県南部まで），中国中部に分布
し，山野でよく見られる落葉高木です。日照と小川沿いなどのやや湿った環境を好み，若い枝は紫褐色で
古い樹皮は褐紫色，横に長い多数の皮目があり，葉は新しく出た枝に互生し，有柄で長楕円形，長さ 6 〜 9 
cm，幅 3 〜 5 cm で先が急に細くなり，縁には鋸歯があり，腺点は葉身基部にあります。葉や花，折った枝
などには coumarin のような強い香りがし，4 〜 5 月，長さ 10 cm ほどの白い総状花序を枝いっぱいにつけ
ウワミズザクラ Padus grayana (Maxim.) C.K. Schneid.
（Prunus grayana Maxim.）（バラ科 Rosaceae）
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写真 1　ウワミズザクラ（花） 写真 2　ウワミズザクラ（花穂と未熟な果実）
写真 4　ウワミズザクラ（樹皮）写真 3　ウワミズザクラ（赤熟した果実）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —










（杏仁子）といいます。また，赤熟した果実は，3 倍量のホワイトリカーに約 3 ヶ





仁水の代用にされます。Prunasin は果実内に含まれる酵素 emulsin (β-glucosidase) に






















































ガメの甲羅は東京都小笠原村で調達され，ウワミズザクラ（波波迦の木）は，2019 年 1 月，奈良県橿
かしはら
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し
にある天
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野
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か
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ぐ
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社
じゃ
で採取されました。
　よく似たイヌザクラ（犬桜）Prunus buergeriana は，別名をシロザクラといい，花序の下（花序枝）に葉が
なく樹皮は灰白色で光沢があります。一方，ウワミズザクラは花序枝に葉があり，また，樹皮には横に長い
皮目があり，葉の鋸歯が細かく鋭いので区別されます。
